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第
1
章
　  

外
国
人
労
働
者
の
定
住
化
に
至
る
ド
イ
ツ
の
社
会
状
況
の
変
遷
と
政
策
的
対
応

　
本
章
で
は
、
外
国
人
労
働
者
が
ド
イ
ツ
社
会
に
定
住
す
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
、「
ド
イ
ツ
は
移
民
国
で
あ
る
」

と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
二
〇
〇
〇
年
頃
ま
で
の
外
国
人
政
策
を
中
心
に
、
政
策
及
び
社
会
的
背
景
の
面
か
ら
概
観
す
る
。
第
1

節
で
詳
述
す
る
が
、
本
章
で
取
り
上
げ
る
、
外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
か
ら
二
〇
〇
〇
年
頃
ま
で
を
四
つ
に
時
期
区
分
し
、
そ
れ
に
従

っ
て
第
2
節
に
取
り
上
げ
る
教
育
政
策
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。
そ
し
て
、
移
民
国
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
二
〇
〇
〇
年

以
降
、
定
住
化
に
よ
り
移
民
と
な
っ
た
か
れ
ら
を
取
り
巻
く
統
合
政
策
に
関
わ
っ
て
見
ら
れ
る
教
育
政
策
か
ら
、
今
日
的
な
教
育
課
題

と
そ
れ
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
提
示
す
る
。

1
　
外
国
人
労
働
者
を
巡
る
政
策
と
社
会
背
景

　
戦
後
の
ド
イ
ツ
政
府
は
経
済
復
興
に
必
要
な
労
働
力
確
保
の
た
め
に
、
一
九
五
五
年
の
イ
タ
リ
ア
と
の
双
務
協
定
締
結
を
皮
切
り

に
、
一
九
七
三
年
の
外
国
人
労
働
者
募
集
停
止
に
至
る
ま
で
の
間
、
南
欧
諸
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
外
諸
国
か
ら
、
多
く
の
外
国
人
労
働

者
を
受
け
入
れ
て
き
た
。
戦
後
ド
イ
ツ
の
外
来
民
問
題 1
を
整
理
し
た
近
藤
（2002

）
は
、
時
代
背
景
と
と
も
に
外
来
民
問
題
の
中
心
に

据
え
ら
れ
る
対
象
が
変
化
す
る
こ
と
を
示
し
た
う
え
で
、
そ
の
一
つ
と
し
て
外
国
人
労
働
者
を
挙
げ
て
い
る
。
近
藤
は
外
国
人
労
働
者

が
問
題
の
中
心
に
据
え
ら
れ
る
時
期
を
次
の
三
つ
に
区
分
し
て
い
る
。
第
一
期
を
、
外
国
人
労
働
者
が
積
極
的
に
導
入
さ
れ
た
一
九
五
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〇
年
代
半
ば
か
ら
一
九
七
〇
年
代
初
期
に
設
定
し
、
第
二
期
を
、
外
国
人
労
働
者
の
家
族
の
呼
び
寄
せ
や
定
住
化
を
特
徴
と
す
る
、
一

九
七
三
年
か
ら
一
九
九
〇
年
頃
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
第
三
期
を
、
外
国
人
労
働
者
と
そ
の
家
族
の
移
民
化
に
半
ば
対
応
し
た
外
国
人

法
改
正
か
ら
始
ま
る
、
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
頃
と
し
て
い
る
（
近
藤 2002

：39 

）。

　
近
藤
と
同
様
、
杉
町
（1999

）
も
外
国
人
労
働
者
政
策
に
着
目
し
た
時
期
区
分
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
近
藤
が
示
し
た
も
の
よ

り
も
さ
ら
に
時
期
を
限
定
し
、
ド
イ
ツ
政
府
に
よ
る
外
国
人
労
働
者
導
入
が
始
ま
っ
た
一
九
五
五
年
か
ら
ド
イ
ツ
が
再
統
一
さ
れ
、

「
本
格
的
な
移
民
政
策
が
始
動
す
る
一
九
九
〇
年
」（
杉
町 1999

：15 

）
ま
で
の
期
間
に
注
目
し
て
い
る
。
杉
町
も
こ
れ
を
三
期
に
区
分

し
て
お
り
、
第
一
期
（
一
九
五
五
〜
一
九
七
三
年
）：
募
集
開
始
か
ら
停
止
ま
で
、
第
二
期
（
一
九
七
三
〜
一
九
八
〇
年
）：
統
合
構
想
の

出
現
、
第
三
期
（
一
九
八
一
〜
一
九
八
九
年
）：
移
民
状
況
を
巡
る
前
哨
戦
と
し
、
外
国
人
労
働
者
政
策
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
て
い

る
。

　
外
国
人
労
働
者
が
事
実
上
の
移
民
と
な
り
、
移
民
国
と
し
て
の
認
識
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
プ
ロ
セ
ス
の
時
期
区
分
は
、
ド
イ
ツ

に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
研
究
や
移
民
研
究
を
行
う
者
が
注
目
す
る
歴
史
的
事
実
を
押
さ
え
た
も
の
で
あ
り
、
妥
当
な
も
の
で
あ
る
。

本
節
で
も
両
者
に
よ
る
時
期
区
分
を
踏
襲
し
、
さ
ら
に
両
者
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
設
定
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
の
整
理
も
加
え
、
各
期

に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
を
取
り
巻
く
政
策
的
特
徴
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

（1）
　
第
一
期
（
一
九
五
五
〜
一
九
七
三
年
）

　
戦
後
当
初
、
労
働
力
の
供
給
源
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
東
ド
イ
ツ
か
ら
西
ド
イ
ツ
へ
と
逃
亡
す
る
人
々
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
一
九
六
一
年
に
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
建
設
さ
れ
る
と
、
今
度
は
労
働
力
と
し
て
の
外
国
人
労
働
者
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ベ
ル
リ
ン
の
壁
建
設
以
前
の
一
九
五
五
年
に
イ
タ
リ
ア
と
双
務
協
定
を
締
結
し
て
い
た
が
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
、
ギ
リ

シ
ャ
、
ト
ル
コ
、
モ
ロ
ッ
コ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
と
の
間
で
次
々
に
同
様
の
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
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の
双
務
協
定
は
、
期
限
付
き
で
外
国
人
労
働
者
を
雇
用
し
、
一
定
期
間
を
経
た
後
に
帰
還
さ
せ
る
「
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
原
則
」
に
基
づ

く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
形
の
協
定
と
な
っ
た
の
は
、
ド
イ
ツ
の
労
働
市
場
に
適
し
た
形
で
、
労
働
力
が
必
要
と
さ
れ
た
と
き

に
外
国
人
労
働
者
を
補
充
し
、
景
気
が
後
退
す
れ
ば
か
れ
ら
を
帰
国
さ
せ
る
と
い
う
、
ド
イ
ツ
側
の
都
合
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る

「
景
気
弁
」
と
し
て
外
国
人
労
働
者
を
捉
え
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
形
の
外
国
人
労
働
者
導
入
に
関
し
て
は
、

ド
イ
ツ
企
業
、
労
働
組
合
、
ド
イ
ツ
政
府
そ
れ
ぞ
れ
が
利
益
の
一
致
を
見
た
と
言
え
る
。
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
企
業
に
と
っ
て
は
、
労
働

力
不
足
の
解
消
、
ド
イ
ツ
人
と
比
べ
て
安
価
な
労
働
力
の
確
保
、
賃
金
上
昇
の
抑
制
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
労
働
組
合
に
と
っ

て
も
、
劣
悪
な
労
働
部
門
に
外
国
人
労
働
者
が
就
く
こ
と
で
、
ド
イ
ツ
人
労
働
者
の
労
働
条
件
の
向
上
や
昇
進
の
機
会
を
生
み
出
す
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
政
府
に
と
っ
て
は
、
経
済
復
興
に
必
要
な
労
働
力
を
労
働
市
場
の
情
勢
に
応
じ
て
調
整

し
な
が
ら
確
保
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（
近
藤 2002

：54-55

）。

　
こ
の
時
期
の
政
策
を
特
徴
付
け
て
い
る
の
は
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
原
則
で
あ
っ
た
が
、
上
記
の
三
者
の
利
益
に
見
る
よ
う
に
、
経
済
的

観
点
が
支
配
的
な
も
の
で
あ
っ
た
（ibid.

：55 
）。
し
か
し
、
こ
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
原
則
に
立
脚
し
た
外
国
人
労
働
者
政
策
は
徐
々

に
破
綻
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
雇
用
者
で
あ
る
企
業
側
か
ら
発
せ
ら
れ
た
要
求
に
あ
っ
た
。
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
原
則
で

は
、
外
国
人
労
働
者
は
契
約
の
形
態
に
も
よ
る
が
、
一
年
か
ら
三
年
間
ド
イ
ツ
で
就
労
し
た
後
、
帰
国
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
そ
の
間
に
ド
イ
ツ
語
を
覚
え
、
職
業
訓
練
を
受
け
た
外
国
人
労
働
者
を
解
雇
し
、
ま
た
新
た
に
外
国
人
労
働
者
を
雇
用

す
る
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
企
業
に
と
っ
て
は
非
効
率
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
企
業
側
は
政
府
に
外
国
人
労
働
者
の
労
働

許
可
期
間
の
延
長
を
求
め
、
政
府
も
外
国
人
労
働
者
の
短
期
滞
在
か
ら
長
期
滞
在
を
認
め
る
方
向
へ
と
政
策
を
転
換
し
た
（
杉

町 1999

：16 

）。

　
こ
の
ほ
か
、
外
国
人
労
働
者
の
導
入
は
、
実
際
に
は
労
働
組
合
が
想
定
し
た
よ
う
な
ド
イ
ツ
人
労
働
者
の
労
働
条
件
の
改
善
に
は
つ

な
が
ら
な
か
っ
た
。
一
部
で
は
、
単
純
労
働
に
お
い
て
外
国
人
労
働
者
と
ド
イ
ツ
人
労
働
者
の
競
合
が
生
じ
、
労
働
力
の
安
価
な
外
国


